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編集後記
　この度の人事異動により、「えすぽわーる」
の担当を変わることとなりました。１年という
短い期間ではございましたが、取材でお世話
になりました組合員さんをはじめ関係者の皆
様には、この場を借りてお礼申し上げます。
「ありがとうございました。」
　担当が変わりましても、今まで同じように取
材のご協力など、宜しくお願い致します。
　５月号からは、皆様と同じ読者として私も広
報誌を楽しみにしたいと思います。

（明）

北斗市女性部のくじらもち作りに
行ってきました！
華やかな絵柄で見た目も美しいですね！

JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一（ながい ともかず）

　茨城県笠間市にある「キッチン晴人
（ハレンジ）」のオーナーシェフ・永井智
一さんに、元気が湧いてくる朝ご飯を教
えていただきます。

今 月 の 朝 ご 飯今 月 の 朝 ご 飯

レシピ1 レシピ2

材料（2人分）

レンコン ………２００ｇ
フキ ………………… 1本
輪切り唐辛子 ………適宜
ごま油 …………小さじ 1

〈合わせ調味料〉
しょうゆ ………小さじ 5
砂糖 ……大さじ 1と 1/2
料理酒 …………小さじ 2

（１）

（２）

（３）

（４）

作り方

レンコンは皮をむき縦割り
で1/4に切り、さらに厚さ
1cmほどに切って水にさら
す。
フキは塩でこすり3cmほど
に切り、熱湯でさっとゆで冷
水に落とす。
フライパンにごま油を入れ、
（１）を中火でじっくりと炒
め火を通し、（２）を入れさっ
と炒める。
（３）に合わせ調味料、輪切り
唐辛子を入れ強火で、煮汁を
絡めて出来上がり（煮汁がな
くなるまで炒める）。

フキとレンコンのきんぴら

材料（2人分）

タケノコ水煮 ……… 1個
豚バラスライス ……６枚
薄力粉 ………………適宜
塩・こしょう ………適宜
サラダ油 小さじ 1と 1/2

〈合わせ調味料〉
しょうゆ ………大さじ 2
黒酢 ……………大さじ 2
料理酒 …………大さじ 2
砂糖 ……………大さじ 2

（１）

（２）

（３）

（４）

作り方

タケノコは縦に6等分にして
水にさらし、沸騰した湯で5
分ほどゆでる（水煮の臭みを
取るため）。
（２）豚バラ肉を広げ、水気を
切ったタケノコを置いて塩・
こしょうをして手前から巻
いて、薄力粉を薄くまぶす。
フライパンにサラダ油を入
れ、（２）を入れ弱火で転がし
ながら火を通す。
（３）に合わせ調味料を入れ、
煮汁を絡めて出来上がり。

たけのこ酢豚

朝ご飯の献立

レシピ2

アサリと菜の花の中
華がゆ

新タマネギとワカメ
のサラダ

生のりのだし巻き卵

フキとレンコンのきん
ぴら 　

たけのこ酢豚　 

カブと黄ニンジンの
ピクルス

イチゴ
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ね
ぎ
の
掘
取
機
の
点
検
を
す
る

茂
さ
ん
。畑
で
の
作
業
が
本
格

的
に
な
る
前
の
時
期
は
、機
械

の
整
備
や
修
理
も
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。自
分
で
で
き
る
こ
と

は
行
い
、経
費
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

道南を
たがや

農す

学
ん
だ
こ
と
を
経
営
に
活
か
す

　

芦
野
茂
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
道
立
農
業
大
学
校

に
進
学
。
２
年
間
、
畑
作
・
野
菜
関
係
の
勉
強
を
し

た
後
、
実
家
に
戻
り
、
就
農
し
た
。
茂
さ
ん
自
身
は
、

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

父
の
清
さ
ん
か
ら
進
学
を
勧
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

「『
実
家
で
農
業
を
し
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
が
、
父
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
も
あ
り
、
勉
強

し
て
こ
よ
う
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
進
学
を
決
心

し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

実
家
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活

か
し
、
現
状
の
経
営
内
容
の
把
握
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
税
金
の
申
告
作
業
を
す
る
な
ど
経
営
主
に
向
け

た
経
験
を
積
み
重
ね
た
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、「
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

自
分
の
思
っ
た
通
り
に
で
き
る
の
で
、
す
ご
く
や
り

が
い
が
あ
る
」
と
語
る
。
品
種
試
験
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
毎
年
行
っ
て
い
て
、
な

か
な
か
成
果
と
し
て
現
れ
な
い
が
、
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
み
た
い
」
と
語
る
。

長
ね
ぎ
の
１
本
植
え
に
挑
戦

　

チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
で
の
長
ね
ぎ
栽
培
を
し
て
20
年

に
な
る
茂
さ
ん
。
２
〜
３
年
ほ
ど
前
か
ら
は
チ
ェ
ー

ン
ポ
ッ
ト
で
の
１
本
植
え
を
本
格
的
に
挑
戦
し
て
い

る
。
挑
戦
し
た
の
は
、
２
本
植
え
を
し
て
い
た
人
が

太
く
て
植
え
ら
れ
ず
、
１
本
に
し
た
と
こ
ろ
出
来
も

変
わ
ら
ず
良
か
っ
た
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
キ
ッ

カ
ケ
。「
２
本
植
え
よ
り
１
本
の
ほ
う
が
早
く
で
き
、

植
え
る
時
期
が
重
な
る
の
も
回
避
で
き
る
の
で
、
２

本
と
１
本
植
え
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
や
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、
今
の
作
付
内
容
で
上
手
く
作

業
を
分
散
で
き
て
い
る
の
で
、
作
付
面
積
は
現
状
の

ま
ま
で
作
業
効
率
を
上
げ
な
が
ら
省
力
化
に
取
り
組

み
た
い
と
の
こ
と
。「
機
械
化
や
共
選
な
ど
を
上
手

く
活
用
し
、
少
人
数
で
効
率
的
に
作
業
し
な
が
ら
、

労
賃
な
ど
を
少
な
く
済
む
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
す
。

　

新
た
な
栽
培
方
法
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
作
業
効
率

の
向
上
に
向
け
、
あ
く
な
き
探
求
は
続
く
。

新
た
な
挑
戦
に
も
臆
せ
ず

常
に
前
進
し
続
け
る
農
業
者

茂さんと妹の石原智子（いしはらともこ）さんと犬
のハクとハウス前で。ほとんどの作業を智子さんと
二人で行っており、母のミエさんも含めた家族３人
で全ての作業をこなす。

甥
っ
子
の
英
和（
ひ
で
か
ず
）く

ん
と
の
一
枚
。夏
休
み
や
冬
休
み

な
ど
で
茂
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
来

た
時
に
は
、一
緒
に
釣
り
を
楽
し

む
釣
り
仲
間
。釣
り
以
外
に
も

山
菜
採
り
な
ど
も
楽
し
ん
で
い

る
。

播
種
し
た
長
ね
ぎ
の
パ
レ
ッ
ト
を

並
べ
る
茂
さ
ん
。１
月
下
旬
頃
か

ら
本
格
的
に
作
業
が
始
ま
る
ま

で
の
間
、こ
の
作
業
が
続
く
。取

材
時
は
品
種
試
験
用
の
長
ね
ぎ

の
播
種
を
し
て
い
ま
し
た
。

き
よ
し

七飯町 大中山

芦野　茂さん
あし   の　　　しげる

水稲 1.5ha
人参  2.0ha
南瓜 1.2ha
長ねぎ 1.4ha
枝豆 0.5ha

23



JA 職員としての基礎を学ぶ

４月１日より当ＪＡに14名の新採用職員が入組しましたので、ご紹介します！
本店 企画室

　平成30年度JA新採用職員入組前研修
会が３月20日～30日までの７日間行われま
した。入組前研修では、初めにコンプライ
アンスやマナー講習、JAの概要などにつ
いて３日間、続いて配属先での研修や農家
実習をそれぞれ２日間行い、社会人として
のマナーや農作業の大変さ、自身の仕事に
ついて一生懸命学んでいました。
　４月２日には入組式が執り行なわれ、JA
職員として新たな一歩を踏み出しました。

特集 平成30年度 新入職員紹介

JA新採用職員入組前研修会を実施

函館市
映画・音楽鑑賞
ニラ・トマト・玉ねぎ

少しでも早く仕事を覚え、信頼される
人材になれるよう努力していきますの
で、よろしくお願いします。

22歳田村 賢士
た  むら　けん  じ

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

本店 総務部 総務課

函館市
音楽鑑賞・ドラマを観ること
アスパラ・トマト・ピーマン

少しでも早く、組合員の方や地域の方
のお役に立てるよう頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

18歳加藤 舞華
か  とう　まい  か

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

本店 農業振興部 営農課

函館市
サッカー・釣り
長ねぎ・トマト・セロリ

少しでも多く皆様のお役に立てるよう、
精一杯頑張ります。

22歳村上 正幸
むら かみ　まさ ゆき

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

本店 農業振興部 酪農畜産課（生乳）

青森県八戸市
ドライブ・音楽鑑賞
長いも・ほうれん草・とうもろこし

知らないことばかりなので、学ぶ姿勢を忘れ
ず、少しでも早く現場に立てるよう精一杯頑
張っていきますので、よろしくお願いします。

22歳桑原 彩乃
くわ  はら　あや の

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

厚沢部支店 共済課

江差町
スポーツ
トマト・アスパラ・キュウリ

初めての事が多く、戸惑う事もあると思い
ますが、早く仕事に慣れるように精一杯頑
張りますので、よろしくお願いします。

18歳小笠原 美矩
おがさわら　みのり

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

本店 農業振興部 酪農畜産課（畜産）

美幌町
料理
ピーマン・トマト・大根

仕事に１日でも早く慣れて、職員として
戦力になれるように頑張りますので、よ
ろしくお願い致します。

22歳梅津 彰吾
うめ  つ　しょう  ご

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

七飯支店 生産施設課

函館市
読書
長ねぎ・トマト・ピーマン

一日でも早く仕事を覚え、皆様のお役
になれる人材になるため頑張りますの
で、よろしくお願いします。

18歳坂田 留璃
さか  た　　る　 り

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

知内支店 生産資材課

北斗市
プラモデル作成
キャベツ・ブロッコリー・ミニトマト

業務に慣れて、農業への知識を深め、
皆様に還元できるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。

18歳髙橋 浩一
たか はし　こう いち

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

大野支店 共済課（外務推進担当）

函館市
バドミントン
オクラ・玉ねぎ・もやし

死ぬ気で頑張って、少しでも早く必要
な人材になります！よろしくお願いしま
す。

22歳佐々木 駿輔
さ　さ　き　しゅんすけ

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

七飯支店 融資課

北斗市
音楽鑑賞
キュウリ・馬鈴薯・とうもろこし

早く仕事を覚えて、組合員さんに認め
てもらえるような職員になれるよう頑張
りますので、よろしくお願いします。

22歳広瀬　るな
ひろ  せ

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

森支店 営農生産課（農産物出荷・施設運営担当）

函館市
テニス・サッカー
レタス・キャベツ・ほうれん草

新人ではありますが、何事も進んで取
り組んでいきますので、よろしくお願い
します。

18歳渡辺 祐
わた なべ　ゆう

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

大野支店 共済課

北斗市
音楽鑑賞
キュウリ・トマト・キャベツ

少しでも早く仕事を覚え、皆様のお役
に立てるように頑張りますので、よろし
くお願いいたします。

18歳新井 菜月
あら  い　 なつ  き

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

厚沢部支店 生産施設課

江差町
野球
ブロッコリー・馬鈴薯・キャベツ

少しでも早く仕事に慣れ、皆様のお役
に立てるよう頑張りますので、よろしく
お願いします。

18歳油谷 裕也
あぶ らや　ゆう  や

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

知内支店 生産施設課

北斗市
野球
トマト・キャベツ・長ねぎ

少しでも早く仕事に慣れて、皆様のお
役に立てるように精一杯頑張ります。

18歳中村 光希
なか むら　みつ き

趣　　　味

好きな野菜
組合員の皆さんへ

出　身　地

45



今の時期はニラの収穫作業に忙しい毎日。「農作業の中で
は、天候が悪くても作業しなければならない『田植え』が一番
大変です」と話す

●
休
日
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

　
し
て
い
ま
す
か
？

　

休
日
は
、子
供
達
と
遊
ぶ
ほ
か

に
、自
分
自
身
で「
棚
や
小
物
入

れ
」を
作
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

は
、友
達
と
買
物
や
食
事
を
す
る

事
が
良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
な
っ

て
い
ま
す
。家
族
旅
行
も
毎
年
数

回
行
っ
て
い
て
、家
族
全
員
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
が
健

康
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、家
族
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

　
こ
と
は
？

　

今
年
か
ら
、北
海
道
女
性
協
議

会
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
会
の
部
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。正
直
、不

安
で
す
が
、こ
れ
を
機
会
に
、北
海

道
の
代
表
と
し
て
た
く
さ
ん
の
交

流
や
情
報
交
換
を
し
て
、人
と
の

つ
な
が
り
を
増
や
し
、地
域
農
業

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、食
育
活
動
に
つ
い
て
勉

強
を
し
て
、関
連
資
格
を
取
得
し

た
い
で
す
。

●
ど
の
よ
う
に
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

　
し
て
い
ま
す
か
？

　

日
々
の
家
事
や
育
児
も
そ
う
で

す
が
、農
作
業
で
は
収
穫
作
業
な

ど
の
ほ
か
、夫
が
不
在
の
時
に
は

機
械
を
使
っ
た
作
業
も
や
っ
て
い

ま
す
。

　

家
事
を
し
て
い
て
、自
家
産
の

野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
子
供
達

が
、「
お
い
し
い
」と
食
べ
て
く
れ

る
の
が
嬉
し
い
で
す
。特
に
次
男

は
、「
昨
年
と
味
が
違
う
ね
」な
ど

と
評
価
も
し
て
く
れ
ま
す（
笑
）。

〈
取
材 

知
内
支
店 

営
農
畜
産
課 

藤
澤　

純
一
〉

Introduction

さ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～

知内町

南　直美 さん

家庭だけではなく、
女性組織活動でも忙しい日々

三男の海成（かいせい）く
んとハウス前で。直美さん
が作業している時はいつ
も側で遊んでいる。

　

森
町
白
川
地
区
の
黒
澤
剛
さ

ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
３
月
７
日
か

ら
ほ
う
れ
ん
草
の
収
穫
が
始
ま

り
、３
月
末
に
収
穫
を
終
え
た
。

　

今
年
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て

は
「
播
種
は
遅
れ
た
が
順
調
に

生
育
し
、
品
質
も
良
く
収
量
も

平
年
並
み
」
と
話
す
。

　

栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
発
芽

を
し
や
す
く
し
て
生
育
を
促
進

す
る
た
め
に
パ
オ
パ
オ
を
か
け

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

黒
澤
さ
ん
は
南
瓜
・
馬
鈴
薯
・

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
も
作

付
。
今
後
に
向
け
て
は
「
早
い

時
期
に
収
穫
で
き
る
作
業
体
系

を
作
り
、
ほ
う
れ
ん
草
の
収
量

増
加
を
目
指
し
た
い
。さ
ら
に
、

高
品
質
な
も
の
を
出
荷
し
、
安

心
・
安
全
な
農
産
物
を
消
費
者

へ
届
け
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。

〈
取
材　

森
支
店　

石
岡　

努
〉

ア
ス
パ
ラ
を

自
然
豊
か
な
気
候
で
育
て
た

作
業
体
系
の
確
立
を

収
量
増
加
を
目
指
し
、

　

厚
沢
部
町
鶉
地
区
の
川
村
賢

治
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
伏
せ

込
み
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
が
１
月

上
旬
か
ら
始
ま
り
、
３
月
末
頃

ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

伏
せ
込
み
栽
培
と
は
、
春
先

か
ら
秋
に
か
け
て
露
地
圃
場
で

根
株
を
養
成
し
、
冬
季
に
ハ
ウ

ス
内
に
伏
せ
込
ん
で
収
穫
す
る

短
期
栽
培
法
で
、
冬
場
の
貴
重

な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
今
年
の
出
来
栄
え
は
良
好
」

と
話
す
川
村
さ
ん
。
作
業
を
行

う
上
で
徹
底
し
て
い
る
事
に
つ

い
て
は
「
斑
点
病
・
害
虫
被
害

を
出
さ
な
い
よ
う
、
適
期
防
除

に
特
に
力
を
い
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
「
伏
せ
込

み
ア
ス
パ
ラ
の
生
産
者
仲
間
を

増
や
し
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
た
。

女性が経営を支えると言っても、その支え方は農作業の手伝いだけではなく、家事や育児
など様々あります。そんな農家経営を支えている女性にインタビューしました。

〈
取
材　

厚
沢
部
支
店　

佐
藤　

洋
輔
〉

黒
澤
　
剛 

さ
ん（
36
）　
ほ
う
れ
ん
草

く
ろ 

さ
わ　
　
　

ご
う

川
村
　
賢
治
さ
ん（
68
）　
伏
せ
込
み
ア
ス
パ
ラ

か
わ 

む
ら　
　
　

け
ん　

じ

厚沢部

森

▲収穫作業をする川村さん

▲順調に生育したほうれん草を収穫する黒澤さん

頼れる♥ アグリウーマン♥♥
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TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

七飯 知内 米穀・大野

大野

八雲

法人ネットワーク 大野

どんぶり用のご飯を渡す職員

地
元
の
お
い
し
い
お
米
を
味
わ
っ
て
！

は
こ
だ
て
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ

　

函
館
ア
リ
ー
ナ
で
２
月
24
日
と
25
日
の
両
日
開

催
さ
れ
た「
は
こ
だ
て
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ
」に
大

野
支
店
と
米
穀
課
の
職
員
が
参
加
。精
米
販
売
の

ほ
か
、道
南
の
ブ
ラ
ン
ド
米「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」と

農
薬
節
減
米「
き
た
く
り
ん
」の
ど
ん
ぶ
り
用
ご

飯
を
販
売
し
、お
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。

　

来
場
者
ら
は
、Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
で
ど
ん
ぶ
り
用
ご

飯
を
購
入
し
た
後
、他
の
店
舗
で
具
材
な
ど
を
購

入
。自
分
流
の
ど
ん
ぶ
り
を
作
っ
て
食
を
楽
し
ん

で
い
た
。

花束をもらった女性職員

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　

七
飯
支
店
の
花
卉
課
は
２
月
14
日
、営
農
セ
ン

タ
ー
の
女
性
職
員
に
当
Ｊ
Ａ
で
生
産
さ
れ
た
花
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。「
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」と

い
う
男
性
か
ら
女
性
へ
花
を
贈
る
西
洋
で
は
定
番

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、近
年
、花
卉
業
界
が
普
及

を
図
っ
て
い
る
。

　

花
卉
課
の
明
戸
政
人
課
長
は「
女
性
職
員
へ
日

頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
り
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、も
っ
と
多
く
の
方
に

『
新
は
こ
だ
て
の
花
』を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話

し
た
。

さまざまな意見交換が行われた懇談会

農
政
対
策
等
に
関
し
て
農
水
省
と
懇
談

農
業
生
産
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
水
省
と
の
懇
談
会

　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
農
業
生
産
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
２
月
８
日
、函
館
市
内
で
農
水
省
と
の
懇
談

会
を
開
き
、関
係
者
を
含
め
て
24
人
が
参
加
し
た
。

農
林
水
産
省
生
産
局
技
術
普
及
課（
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
班
担
当
）齋
賀
大
昌
課
長
補
佐
よ
り
、ス

マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
情
報
提
供
を
頂
い
た
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

齋
賀
課
長
補
佐
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
の
あ
る
新
し

い
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、国
と
し
て
も
積
極
的
に

支
援
す
る
方
針
で
い
る
の
で
、生
産
者
も
農
協
も

積
極
的
に
動
い
て
頂
き
た
い
」と
話
し
た
。

ニラしゃぶを試食する来場客

カ
キ
ニ
ラ
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

第
20
回
し
り
う
ち
味
な
合
戦

冬
の
陣
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り

　

２
月
18
日
、知
内
町
特
産
の
旬
の
カ
キ
と
ニ
ラ

を
味
わ
う「
第
20
回
し
り
う
ち
味
な
合
戦
冬
の
陣

カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り
」
を
町
内
で
開
き
、１
万
人

近
い
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

知
内
基
幹
支
店
は
、ニ
ラ
を
販
売
し
、開
始
前

か
ら
長
い
行
列
が
で
き
る
人
気
だ
っ
た
。

　

カ
キ
と
ニ
ラ
を
使
っ
た
創
作
料
理
と
特
産
品
販

売
会
場
で
は
、知
内
支
店
女
性
部
が
べ
こ
餅
や
手

作
り
み
そ
を
販
売
し
た
他
、新
鮮
な
ニ
ラ
を
湯
に

通
し
ポ
ン
酢
で
食
べ
る「
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ
」の
無
料
試

食
を
行
っ
た
。

ごっこ鍋を購入するお客

寒
い
冬
に
温
か
い
鍋
を

あ
ぐ
り
へ
い
屋
で
鍋
ま
つ
り

　
「
あ
ぐ
り
へ
い
屋
」で
２
月
11
日
と
25
日
の
両
日
、

毎
年
恒
例
の
鍋
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。11
日
は

「
ご
っ
こ
鍋
」、25
日
は「
カ
キ
ニ
ラ
鍋
」を
販
売
し

た
。両
方
の
鍋
に
は
地
元
産
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
。来
店
客
ら
は
、店
内
で
野
菜
を
購
入
し
た

後
、鍋
を
食
べ
て
い
た
。

　

家
族
連
れ
で
訪
れ
て
い
た
女
性
は「
知
り
合
い

に
教
え
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。雪
も
降
っ
て
い
て

寒
か
っ
た
の
で
、鍋
を
食
べ
て
カ
ラ
ダ
が
温
ま
り
ま

し
た
」と
話
し
た
。

　

小
川
慎
一
店
長
は「
２
月
は
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
と
重
な
り
、集
客
す
る
の
も
苦
労
し
て
い
る
が
、

来
店
し
て
も
ら
っ
た
お
客
様
に
地
元
野
菜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
鍋
を
食
べ
て
頂
き
、地
元
の
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

就任挨拶をする畠山部長（左）ら新役員

46
人
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

北
斗
市
女
性
部
設
立
総
会

　

北
斗
市
女
性
部
の
設
立
総
会
が
２
月
14
日
、函

館
市
内
で
行
わ
れ
、来
賓
も
含
め
て
39
人
が
出
席

し
た
。

　

総
会
で
は
規
約
や
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認
。

初
代
部
長
に
は
畠
山
ト
ミ
エ
さ
ん
を
選
出
し
、46

人
の
部
員
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

畠
山
部
長
は「
高
齢
化
に
よ
り
組
織
を
衰
退
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、魅
力
あ
る
組
織
作
り
を
展
開

し
、新
た
な
部
員
の
加
入
に
つ
な
げ
、女
性
部
が

末
永
く
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
邁
進
し
た
い
」と

述
べ
た
。 

もちつき囃子を披露する青年部員

地元野菜がたくさん入っているカキニラ鍋

地
元
の
祭
り
で風

の
子
も
ち
」
を
P
R

第
３１
回
さ
む
い
べ
や
祭
り

　

北
渡
島
地
区
青
年
部
落
部
支
部
は
２
月
４
日
、

八
雲
町
の
道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
内

で
行
わ
れ
た「
第
31
回
さ
む
い
べ
や
祭
り
」に
参
加

し
た
。

　

部
員
ら
は
、そ
ろ
い
の
法
被
姿
で「
餅
つ
き
囃

子
」を
披
露
し
た
ほ
か
、餅
つ
き
体
験
や
雑
煮
１
０

０
食
を
無
料
で
振
る
舞
っ
た
。

　

会
場
で
は
、外
国
人
の
方
た
ち
が
初
め
て
み
る

「
餅
つ
き
囃
子
」に
驚
い
て
い
た
。ま
た
、多
く
の
子

ど
も
達
が
餅
つ
き
体
験
に
並
び
、と
て
も
嬉
し
そ

う
に
楽
し
ん
で
い
た
。
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渡島農業改良普及センター
あぐりレッスン

〈水稲〉ながねぎ定植準備及び定植後の管理と留意点

（１）育苗型式毎の十分な苗形質を確保し、病害が無く、活着と
　　　生育促進を図れるような健苗を育成しましょう。

（２）必ずハウス内に温度計を設置して、温度を確認しましょう。
（３）他の作業もあり、忙しい時期です。ハウス自動換気装置（写真１）を導入し、省力で的確な温度管
　　　理を行いましょう。

表　育苗管理のポイント
表１ 春まき夏秋どり作型における標準的土壌肥沃土での施肥量（成分施肥量：ｋｇ／１０ａ）

秋どり作型では、移植後50日頃と培土時の2回に分けて分施する。

◎育苗前半の管理
　ねぎは停滞水に弱く、また、土壌の締まった状態では根が順調に生育しません。土壌の透排水性を
高め、適切な土壌水分時に耕起作業するよう努めましょう。
　また定植後、酸性土壌では生育不良が見られますので、特に新畑に作付けする前は、土壌ｐＨを確
認しｐＨ６．０ ～ ６．５ を目安に石灰資材等で矯正しましょう。

１ 定植ほ場の準備は万全に！

　定植後に不織布べたがけ被覆することで、温度が確保され生育を促進します。
　ただし、被覆内温度が３０ ℃以上の高温状態が続くと生育抑制が生じますので、気温に留意して適
時被覆資材を除去しましょう（５ 月中旬頃が目安）。

　定植後の低温や短日下では花芽が形成され、その後の気温が高くなると抽苔の発生が見られてきま
すので、定植時の苗令や定植後の気温の推移には注意が必要です。

３ 定植後の生育促進と抽苔について

　成虫は５月下旬頃（タネバエは5月上旬）から～から羽化し年２～３回発生します。特に高温乾燥時に発
生が多くみられますので注意しましょう（図１）。薬剤対策として、定植時に殺虫剤（粒剤・粉剤・水和剤）の
土壌混和や灌注処理、チェーンポット育苗では育苗後半から定植時の灌注処理があります。

４ タマネギバエの対策ついて

　施肥標準（表）を参考に、
各ほ場に応じた適正施肥に
心がけましょう。

２ 施肥について

（１）育苗期の病害防止のためには、事前の耕種的防除や予防対策が重要です。 
（２）自家採種種子は病原菌を保菌している確率が高いので、指定採種ほ産種子を使用しましょう。
（３）置床や床土のｐＨが高いと、ピシウム属菌（ムレ苗）やフザリウム属菌の苗立枯病が発生しやすく
　　　なります。自家土を使用する場合は、土壌診断を受け、ｐＨ を４．５～５．０に矯正しましょう。
（４）籾殻及び稲わらは、いもち病等の発生源になります。育苗ハウス内またはその周辺で使用したり、
　　　放置しないようにしましょう。
（５）は種後は、高温、低温、過湿、過乾燥などで苗にストレスを与えないように適切に管理しましょう。
（６）病害の早期発見に努め、発病を発見したら、適正に薬剤処理を行いましょう。ばか苗病は、２葉期
　　　以降から病徴が見えるので、発見したら育苗ハウス内で抜き取りしましょう。
（７）温湯消毒後の種子は無菌状態となり、薬剤処理のような残効はありません。温湯消毒後の種子は、
　　　２次感染防止のため、土壌やムシロ等に触れないように、直ちに清水に浸種しましょう。

◎育苗期の病害対策

項　　　　　目

管　理　目　標 発芽の整一促進 根の発育促進

２５～３２℃（地温） ２０～２５℃（ハウス内）
３２℃以上で ２５℃以上で

各時期とも、与えた水が夕方には蒸発する条件下（晴天日など）でかん水する。
床土の表面が乾燥してきた時にかん水を行う。

地温が上昇する前（晴天日の早朝）に行う。は種直後は床土全体に浸透させる。

は種～発芽揃 発芽揃～本葉１.５葉

管　理　要　点

管
　
理
　
内
　
容

温
度

か
ん
水

適　温
換　気

基　準
目　安
手　法

温度調整

二重被覆（シルバーポリと透明ポリ０.０３㎜）
などで保温する。

苗床の過湿を避け乾燥化に努める。

肩換気、条件によっては裾換気二重被覆の除去、ハウスの肩換気

写真１　ハウス自動換気装置

写真２　苗立枯病
（ピシウム属菌）タマネギバエの被害（左：ほ場での被害　右：葉身部の被害）

定植後 被覆の様子 被覆除去後 抽苔の発生

図１ タマネギバエの発生循環
写真３　苗立枯病
（フザリウム属菌）

写真４　ばか苗病

タマネギバエの発生生態

羽化後、卵巣が発達し、
10日後位で産卵 約３日

２-３週間

※北海道病害虫防除提要より

約３週間

食害
卵

幼虫
（ウジ）

さなぎ

成虫

〈抽苔発生条件と特徴〉
・葉鞘径が５～７ ｍｍ の太さの頃に１０ ℃以下に２０ ～ ３０ 日以上遭遇すると花芽ができやすい。
・ただし、日中の高温管理で打ち消し作用もある。
・抽苔の発生には品種間差が見られる。

窒　素
リン酸
カ　リ

基　肥
８～10
15
6

分施１回目
3
ー
3～4

分施２回目
3
ー
3～4

合　計
14～16
15

12～14
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

昨
年
１２
月
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
、

札
幌
市
近
郊
の
幼
稚
園
等
８
カ
所
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

野
菜
あ
て
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
ち
ょ
リ
ス
か
ら
子

供
達
へ
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
子
供
達
は

ち
ょ
リ
ス
の
ほ
っ
ぺ
を
撫
で
た

り
と
、
自
由
に
触
れ
合
い
、
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済

の
「
こ
ど
も

共
済
」
が
、「
マ
ザ
ー
ズ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
の

マ
マ
た
ち
が
「
使
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ

た
企
業
や
商
品
に
投
票
し
、
表
彰
す
る〝
信
頼
と
好

感
で
選
ば
れ
る
賞
〞で
す
。
マ
マ
た
ち
か
ら
は
「
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
返
戻
率
だ
か
ら
」「
出
産
前
か
ら
加
入

で
き
て
安
心
で
し
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
今
後
も
安
心
と
満
足

を
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
と
北
海

道
大
学
農
学
部
に
お
い
て
、
学
生
向

け
授
業
の
一
環
と
し
て
「
北
海
道
農
業
の
概
要
と
、

そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
」
に
つ
い

て
講
義
を
行
い
、
合
わ
せ
て
３
０
０
名
近
く
の
学

生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
安
定
供
給
に
は
、
協
同
組

合
の
形
式
が
適
し
て
い
る
」「
Ｊ

Ａ
の
存
在
意
義
を
改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、Ｊ
Ａ

の
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
果
た
す
役
割
を
理
解
し
て
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解
者
を
増
や

す
「
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
」
に
向
け

た
情
報
発
信
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住

民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積

極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し

て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

北
海
道
産
小
麦
の
普
及
拡
大
を

目
的
に
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行

空
間
の
広
場
で
、
「
２
０
１
８
パ

ン
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
道
内
の
人
気
や
評
判
の
パ
ン

屋
１
６
店
が
出
展
し
、
北
海
道
産

小
麦
を
１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ン

の
ほ
か
、
小
豆
や
黒
豆
な
ど
の
道

産
豆
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆

パ
ン
な
ど
を
販
売
。
閉
店
以
前
に
売
り
切
れ
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
今
後
も
、
北
海
道
産
小

麦
の
魅
力
や
お
い
し
さ
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
平
成
30
年
4
月
1
日
付

新　
　

任

氏　
　

名

旧　
　

任

新　
　

任

氏　
　

名

旧　
　

任

新　
　

任

氏　
　

名

旧　
　

任

新　
　

任

氏　
　

名

旧　
　

任

本
　
店

厚
沢
部
支
店

内
部
監
査
室

信
用
共
済
部

総
務
部

農
業
振
興
部
長

審
査
役

細
畑　

幸
治

◆
内
部
監
査
室
長

　

審
査
役

生
産
販
売
部
長 

審
査
役

森
支
店
生
産
資
材
課

長　

調
査
役

企
画
室　

主
査

総
務
部
人
事
課 

森
支
店
営
農
生
産
課

（
農
産
物
出
荷
・
施
設

運
営
担
当
）

新
谷  

正
人　

寺
田　

勝
彦

中
田　

明
典

澤
田　

敦
史

家
下　

孔
綸

◆
企
画
室

　

兼
総
務
部
長 

　

審
議
役

◆
人
事
課
長

　

調
査
役

◆
総
務
課

　

主
査

◆
人
事
課

　

主
査

◆
総
務
部
付 

信
用
共
済
部
長
兼
資

金
運
用
課
長

参
事
役

佐
藤　

博
嗣

◆
信
用
共
済
部
長 

　

参
事
役

若
松
支
店
金
融
課
長

調
査
役

大
野
支
店
融
資
課
長 

考
査
役

七
飯
支
店
貯
金
課

（
信
用
渉
外
担
当 

兼 

外
務
推
進
担
当
） 

信
用
共
済
部
融
資
課

（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン

タ
ー
担
当
）　

主
査

信
用
共
済
部
融
資
課

（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン

タ
ー
担
当
） 

総
務
部
総
務
課 

幸
田　

英
樹

田
原　

広
志

鍋
谷　

知
輝

田
村　

修
吾

齊
藤　

友
通

平
野　

美
紅

◆
共
済
課
長 

　

調
査
役

◆
審
査
課
長 

　

考
査
役

◆
融
資
課 

◆
融
資
課

　
（
ロ
ー
ン
営
業
セ

　

ン
タ
ー
担
当
）

　

主
幹

◆
融
資
課

　
（
ロ
ー
ン
営
業
セ

　

ン
タ
ー
担
当
）

　

主
査

◆
共
済
課 

厚
沢
部
支
店
次
長
兼

融
資
課
長　

考
査
役

江
差
支
店
長（
金
融

課
兼
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ナ
ー
）

調
査
役

厚
沢
部
支
店
貯
金
課

長　

調
査
役

厚
沢
部
支
店
営
農
生

産
課（
畑
作
担
当
） 

主
幹

厚
沢
部
支
店
生
産
施

設
課　

主
幹

乙
部
支
店
長

調
査
役

上
ノ
国
支
店（
金
融

課
兼
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ナ
ー
）

調
査
役

厚
沢
部
支
店
生
産
施

設
課　

主
査

厚
沢
部
支
店
貯
金
課

（
庶
務
兼
務
） 

江
差
支
店

厚
沢
部
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

 

金
子　

秀
光

山
田　

啓
司

山
田　

博
文

莖
澤　

匡
人

川
野　

正
喜

吉
川　

和
之

竹
内　

正
孝

佐
藤　

貴
之

山
田　

恵
理

青
山　

菜
穂
子

近
藤　

裕
美

◆
次
長

　

考
査
役

◆
貯
金
課
長

　

調
査
役

◆
融
資
課
長 

　

調
査
役

◆
営
農
生
産
課

　
（
畑
作
担
当
）

　

調
査
役

◆
生
産
施
設
課

　

調
査
役

◆
江
差
支
店
長

　
（
金
融
課
兼
Ｊ
Ａ

　

ラ
イ
ナ
ー
）

　

調
査
役

◆
上
ノ
国
支
店
長

　

調
査
役

◆
貯
金
課
係
長

　
（
金
融
課
兼
Ｊ
Ａ

　

ラ
イ
ナ
ー
）

　

主
幹

◆
貯
金
課

◆
共
済
課

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

主
査

厚
沢
部
支
店
共
済
課

 

佐
藤　

め
ぐ
み

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

厚
沢
部
支
店
営
農
生

産
課（
畑
作
担
当
） 

主
査

厚
沢
部
支
店
生
産
資

材
課 

厚
沢
部
支
店
生
産
施

設
課　

主
幹

農
業
振
興
部
生
産
資

材
課 

乙
部
支
店 

山
内　

素
美

加
藤　

純

飴
谷　

孝
行

田
澤　

将
也

棚
橋　

久
美
子

◆
生
産
施
設
課

　

主
査

◆
生
産
施
設
課

◆
生
産
資
材
課

　

主
幹

◆
生
産
資
材
課

◆
江
差
支
店

　
（
金
融
課
兼
Ｊ
Ａ

　

ラ
イ
ナ
ー
）

厚
沢
部
支
店
生
産
資

材
課 

若
山　

耕
大

◆
営
農
生
産
課

乙
部
支
店

名
和　

奈
津
季

◆
営
農
生
産
課

　
（
畑
作
担
当
）

知
内
支
店
金
融
課
長

（
庶
務
兼
務
）

考
査
役

古
舘　

慶
一

◆
金
融
課
長 

　

考
査
役

信
用
共
済
部
資
金
運

用
課
係
長　

主
幹

丸
山　

敦
史

◆
資
金
運
用
課
長

　

調
査
役

若
松
支
店
基
幹
支
店

長　

審
査
役

農
業
振
興
部
営
農
課

農
業
振
興
部
酪
農
畜

産
課（
生
乳
担
当
）

濱
谷　

陽
一

長
谷
川　

大
也

大
坪　

慶
弥

◆
農
業
振
興
部
長 

　

審
査
役

◆
営
農
課

　

主
査

◆
酪
農
畜
産
課

　
（
畜
産
担
当
）

農
業
振
興
部

知
内
支
店
基
幹
支
店

長　

審
査
役

七
飯
支
店
花
卉
課
長

調
査
役

南　

茂
樹

明
戸　

政
人

◆
生
産
販
売
部
長 

　

審
査
役

◆
農
産
園
芸
課
長 

　

調
査
役

森
支
店
営
農
生
産
課

係
長（
経
営
対
策
係

担
当
）　

調
査
役

田
代　

岳
雄

◆
農
産
園
芸
課
係
長

　

調
査
役

大
野
支
店
生
産
施
設

課　

主
幹

森
川　

功
輔

◆
米
穀
課
係
長

　

主
幹

生
産
販
売
部

定
年
・
再
雇
用

内
部
監
査
室
長

審
査
役

坂
井　

修

◆
内
部
監
査
室

定
年
・
再
雇
用

厚
沢
部
支
店
生
産
施

設
課

芦
野　

彰

◆
生
産
施
設
課

定
年
・
再
雇
用

企
画
室
兼
総
務
部
長

審
議
役

二
本
柳　

寛

◆
総
務
部
付

八
雲
支
店
営
農
セ
ン

タ
ー
長
兼
生
産
施
設

課
長　

考
査
役

八
雲
支
店
営
農
畜
産

課
長　

調
査
役

八
雲
支
店
共
済
課
長 

調
査
役

若
松
支
店
生
産
資
材

課
長　

調
査
役 

道
高　

義
智

今
村　

文
春

西
村　

竜
太

近　

孝
弘

◆
基
幹
支
店
長 

　

審
査
役

◆
営
農
セ
ン
タ
ー
長 

　

考
査
役

◆
金
融
課
長 

　

調
査
役

◆
金
融
課

　
（
課
長
待
遇
）（
貸

　

付
担
当 

兼 

庶
務

　

担
当
）　

調
査
役 

若
松
支
店
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新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

七
飯
支
店

森
支
店

大
野
支
店

七
飯
支
店
次
長
兼
融

資
課
長
　
考
査
役

羽
原
　
法
昭

◆
次
長

　
考
査
役

八
雲
支
店
貯
金
課
長

考
査
役

髙
田
　
美
由
紀

◆
貯
金
課
長 

　
考
査
役

森
支
店
営
農
セ
ン

タ
ー
長
　
考
査
役

生
産
販
売
部
農
産
園

芸
課
長
　
考
査
役

森
支
店
金
融
課
（
課

長
待
遇
）（
経
営
対

策
係
兼
務
）（
貸
付

担
当
）　
調
査
役

上
磯
支
店

笹
谷
　
秀
敏

川
股
　
智
明

山
田
　
智
道

森
谷
　
康
司

◆
基
幹
支
店
長

　
審
査
役

◆
営
農
セ
ン
タ
ー
長

　
考
査
役

◆
生
産
資
材
課
長

　
調
査
役

◆
金
融
課

森
森
支
店
金
融
課

（
貸
付
担
当 

兼 

金

融
・
共
済
担
当
）

野
村
　
佑
衣

◆
金
融
課

知
内
支
店

信
用
共
済
部
金
融
課

長
　
調
査
役

七
飯
支
店
融
資
課 

考
査
役

知
内
支
店
生
産
施
設

課
長
　
調
査
役

七
重
浜
支
店
長 

調
査
役

函
館
支
店
長

調
査
役

大
野
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

大
野
支
店
共
済
課 

大
野
支
店
営
農
課

八
雲
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
） 

総
務
部
人
事
課 

知
内
支
店
生
産
施
設

課
　
主
幹

七
飯
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
） 

山
﨑
　
守

吉
田
　
実

林
　
紀
幸

小
林
　
洋
子

湊
　
　
進

宮
西
　
由
貴

伴
　
絢
子

田
中
　
善
晃

中
野
　
栄
治

永
川
　
愛
梨

小
山
内
　
康
弘

石
田
　
樹
貴
也

◆
貯
金
課
長

　
調
査
役

◆
融
資
課
長

　
考
査
役

◆
東
前
事
業
所
長

　
調
査
役

◆
上
磯
支
店
長

　
調
査
役

◆
七
重
浜
支
店
長

　
調
査
役

◆
共
済
課

　（
外
務
推
進
担
当
）

　
主
査

◆
共
済
課

　（
外
務
推
進
担
当
）

◆
営
農
課

　
主
査

◆
生
産
施
設
課

◆
生
産
施
設
課

◆
生
産
資
材
課

　
主
幹

◆
上
磯
支
店 

八
雲
支
店
融
資
課
長

調
査
役

七
飯
支
店
花
卉
課
係

長
　
主
幹

上
磯
支
店
長 

調
査
役

函
館
支
店
（
資
材
担

当
）　
調
査
役

大
野
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

七
飯
支
店

生
産
資
材
課 

七
飯
支
店

生
産
施
設
課 

知
内
支
店

生
産
資
材
課

七
飯
支
店
生
産
資
材

課
（
購
買
渉
外
担
当
）

大
中
山
支
店 

関
口
　
勝
規

平
野
　
省
司

丸
山
　
康
弘

宮
本
　
昭
彦

齊
藤
　
大
侑

松
山
　
英
生

浅
野
　
友
美
子

工
藤
　
直
暉

阿
部
　
孝
義

竹
浪
　
幹
奈

◆
融
資
課
長

　
調
査
役

◆
花
卉
課
長

　
調
査
役

◆
函
館
支
店
長

　
調
査
役

◆
生
産
資
材
課

　（
購
買
渉
外
担
当
）

　
調
査
役

◆
共
済
課

　（
外
務
推
進
担
当
）

◆
生
産
資
材
課

　
主
査

◆
生
産
資
材
課

◆
生
産
資
材
課

◆
函
館
支
店

　（
資
材
担
当
）

◆
函
館
支
店 

農
業
振
興
部
営
農
課

生
産
販
売
部
農
産
園

芸
課
　
主
幹

森
支
店
営
農
生
産
課

（
営
農
生
産
指
導
担

当
）

七
飯
支
店
庶
務
担
当

加
藤
　
雄
貴

三
橋
　
一
樹

田
村
　
健

藤
元
　
あ
り
す

◆
営
農
生
産
課

　（
営
農
生
産
指
導

　
担
当 

兼 

農
産
物

　
出
荷
担
当
）

◆
営
農
生
産
課
係
長

　（
農
産
物
出
荷
・

　
施
設
運
営
担
当
）

　
主
幹

◆
営
農
生
産
課

　（
農
産
物
出
荷
・

　
施
設
運
営
担
当
）

◆
庶
務
担
当

八
雲
支
店
基
幹
支
店

長
　
審
査
役

総
務
部
人
事
課
長

調
査
役

東
前
事
業
所
長

調
査
役

木
古
内
支
店 

知
内
支
店
生
産
施
設

課 大
野
支
店
生
産
資
材

課

 

大
野
支
店
共
済
課

厚
沢
部
支
店
貯
金
課

山
田
　
重
明

西
　
哲
也

島
田
　
貴
光

宮
野
　
香
奈
子

千
葉
　
大
輔

中
嶋
　
拓
也

高
田
　
紗
輝

宮
下
　
幸
恵

◆
基
幹
支
店
長

　
審
査
役

◆
金
融
課
長

　（
庶
務
兼
務
）

　
調
査
役

◆
生
産
施
設
課
長

　
調
査
役

◆
金
融
課

◆
営
農
畜
産
課

◆
生
産
資
材
課

◆
木
古
内
支
店

◆
木
古
内
支
店

定
年
・
再
雇
用

知
内
支
店
営
農
畜
産

課（
酪
農
・
畜
産
担

当
）

箱
﨑
　
正
行

◆
営
農
畜
産
課

　（
酪
農
・
畜
産
担

　
当
）

定
年
・
再
雇
用

八
雲
支
店

営
農
酪
農
課

吉
田
　
知
子

◆
営
農
酪
農
課

定
年
・
再
雇
用

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
八
雲
整
備
工
場

平
田
　
哲
雄

◆
八
雲
整
備
工
場

（
株
）新
は
こ
だ
て
協
同

経
済
事
業
部

大
中
山
ガ
ス
事
業
所

木
古
内
給
油
所

大
野
給
油
所

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
長
　
調
査
役

丹
内
　
富
士
夫

◆
経
済
事
業
課
長

　
考
査
役

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
大
中
山
給
油
所

高
橋
　
勇
輔

◆
大
中
山
ガ
ス
事
業

　
所

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
大
中
山
ガ
ス
事

業
所

佐
々
木
　
司

◆
木
古
内
給
油
所

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
木
古
内
給
油
所

間
嶋
　
洋
平

◆
大
野
給
油
所

駒
ケ
岳
給
油
所

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
大
野
給
油
所

中
田
　
昭
吾

◆
駒
ケ
岳
給
油
所

新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

新
　
　
任

氏
　
　
名

旧
　
　
任

落
部
支
店

大
野
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

八
雲
支
店

生
産
施
設
課
　
主
査

八
雲
支
店

営
農
酪
農
課

八
雲
支
店

生
産
資
材
課 

　
主
査

七
飯
支
店

生
産
資
材
課 

八
雲
支
店
貯
金
課

八
雲
支
店
貯
金
課

主
幹

若
松
支
店
畜
産
課

主
査

鈴
木
　
洋
子

山
内
　
佑
斗

太
田
　
隆
美

鈴
木
　
陽
介

清
水
　
哲
生

十
島
　
裕
司

伊
藤
　
ち
あ
き

河
部
　
龍
子

田
中
　
雅
弘

◆
共
済
課

◆
共
済
課

　（
外
務
推
進
担
当
）

◆
生
産
施
設
課

　
係
長
　
主
幹

◆
営
農
酪
農
課

　
主
査

◆
生
産
資
材

　
課
係
長
　
主
幹

◆
生
産
資
材
課

◆
落
部
支
店

◆
長
万
部
支
店

　
主
幹

◆
長
万
部
支
店

　（
畜
産
・
営
農
生

　
産
指
導
担
当 

兼 

　
資
材
担
当
）

　
主
査

八
雲
支
店

若
松
支
店
営
農
セ
ン

タ
ー
長
　
考
査
役

信
用
共
済
部
共
済
課

長
　
考
査
役

八
雲
支
店
次
長

考
査
役

長
万
部
支
店
長

考
査
役

信
用
共
済
部
審
査
課

長
　
調
査
役

八
雲
支
店
共
済
課
係

長（
外
務
推
進
担
当
）

調
査
役

落
部
支
店
長 

調
査
役

大
野
支
店
貯
金
課
長

調
査
役

伊
藤
　
慶
晋

出
口
　
光
仁

福
留
　
祐
二

千
根
　
義
仁

和
島
　
知
則

大
森
　
利
久

北
川
　
徹

吉
田
　
優
子

◆
基
幹
支
店
長

　
審
査
役

◆
次
長

　
考
査
役

◆
営
農
セ
ン
タ
ー
長

　
兼
生
産
施
設
課
長

　
考
査
役

◆
貯
金
課
長 

　
考
査
役

◆
融
資
課
長 

　
調
査
役

◆
共
済
課
長

　
調
査
役

◆
営
農
畜
産
課
長

　
調
査
役

◆
落
部
支
店
長

　
調
査
役 

七
飯
支
店
貯
金
課
長

調
査
役

長
万
部
支
店

吉
田
　
道
彦

田
中
　
千
里

◆
長
万
部
支
店
長

　
調
査
役

◆
貯
金
課 

若
松
支
店
金
融
課
係

長
（
外
務
推
進
担
当 

兼 

金
融
・
共
済
担

当
）　
主
幹

内
部
監
査
室 

若
松
支
店
営
農
生
産

課
（
営
農
生
産
指
導

担
当
）

若
松
支
店
金
融
課 

水
野
　
稔
晴

堤
　
元
貴

鳥
倉
　
健
太

沖
崎
　
希
恵
子

◆
金
融
課
係
長

　（
外
務
推
進
担
当 

　
兼 

共
済
担
当
） 

　
主
幹

◆
営
農
生
産
課

◆
畜
産
課 

◆
瀬
棚
支
店 

若
松
支
店

瀬
棚
支
店
長

考
査
役

若
松
支
店
金
融
課（
貸

付
担
当 

兼 

庶
務
担

当
）　
考
査
役 

沖
崎
　
篤

渡
部
　
重
則

◆
生
産
資
材
課
長 

　
考
査
役

◆
瀬
棚
支
店
長

　
考
査
役 
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Information

永年に渡り、お疲れ様でした。
当ＪＡにおいて永年活躍し、平成３０年３月３１日付けで退職した職員を紹介致します。

組合員の皆様をはじめ、役職員の方々には大変お世話になりました

本店 農業振興部
酪農畜産課

木村　正一
き  むら　　 しょういち

厚沢部支店
営農生産課

松岡　　守
まつ おか　　　　 まもる

上ノ国支店
支店長

高橋　　守
たか はし　 　　　まもる

大野支店
貯金課（信用渉外）

浜谷　晃良
はま や　　　あき  ら

大野支店
生産資材課

小山田　透
お  やま  だ　　  とおる

森支店
基幹支店長

松崎　光一
まつ ざき　　  こう いち

長万部支店
（資材担当兼務）

野田　哲夫
の　 だ　　　てつ  お

八雲支店
生産資材課

小川　恭二
お   がわ　　きょう じ

八雲支店
生産施設課

竹内　さち子
たけ うち　　　　　　　 こ

田村廣幸常務が平成29年度
農協功労者表彰を受賞

　田村常務は、昭和５１年４月に入組し、長きに亘り営農販売事業を
主体に野菜振興に従事。野菜集出荷施設建設を皮切りに流通施設の整
備・近代化に大きく寄与し、平成７年には長ねぎの取扱１０億円を達
成しました。
　平成２４年４月より学識経験理事として常務理事に就任後は、貯金
保有高１，０００億円達成のほか、ローン営業センターの立ち上げに
よる貸出金の大幅伸張、共済ＬＡの育成にと
もなう推進体制強化、移動金融車（ＪＡライ
ナー）導入による金融サービスの向上に取り
組むとともに、全道常務参事協議会会長の要

職を２年に亘り努めるなど、ＪＡ運動の発展に寄与されたことが認められ、平
成２９年度農協功労者表彰を受賞されました。
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InformationCommunication

第
２
回
理
事
会
議
案（
定
例
）

●
日
時
／
平
成
30
年
3
月
23
日（
金
）１0
時
3０
分
〜

●
場
所
／
北
斗
市
総
合
分
庁
舎

理
事
会
開
催
報
告

ス
ト
ッ
プ
！
　
農
作
業
事
故

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

コ ラ ム

家
族
で
や
っ
て
お
く
災
害
対
策

　

春
の
農
作
業
の
う
ち
、
稲
作
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

耕
耘
（
こ
う
う
ん
）、
施
肥
、
代
か
き
、
育
苗
、
移
植
ま

で
で
す
。
ま
ず
、
よ
り
大
切
な
こ
と
を
述
べ
ま
す
。

　

春
作
業
は
、耕
耘
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

を
使
い
ま
す
が
、
耕
耘
や
代
か
き
で
は
旋
回
し
や
す
い
よ

う
に
片
ブ
レ
ー
キ
が
利
く
よ
う
に
し
ま
す
。
し
か
し

1

枚

の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
作
業
終
了
後
、
他
の
圃
場
に
移
動

す
る
と
き
や
帰
宅
す
る
と
き
に
、
ブ
レ
ー
キ
を
再
連
結
す

る
こ
と
を
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
進
入
路
を
上
が
り
、
農
道
へ

出
た
瞬
間
に
適
正
な
速
度
制
御
を
し
な
い
と
、
慌
て
て
ブ

レ
ー
キ
を
踏
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
片
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ

て
、
転
倒
、
転
落
や
他
の
車
と
の
衝
突
事
故
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
片

ブ
レ
ー
キ
の
表
示
装
置
が
あ
り
ま
す
が
、
自
動
再
連
結
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
識
し
て
再

連
結
し
ま
し
ょ
う
。
進
入
路
か
ら
の
退
出
は
ゆ
っ
く
り
出
ま
す
。

　

育
苗
か
ら
、移
植
ま
で
も
多
く
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
育
苗
箱
へ
の
土
入
れ
と
播
種
（
は

し
ゅ
）
で
は
、
箱
運
搬
で
腰
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
不
用
意
な
姿
勢
で
は
腰
を
痛
め

ま
す
。
適
正
な
数
を
で
き
る
限
り
腰
に
近
い
位
置
で
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

田
植
え
作
業
は
、
筋
肉
労
働
で
は
な
く
、
精
神
的
な
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
直

進
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
適
切
な
マ
ッ
ト
補
給
が
大
切
で
す
。
補
助
者
と
の
苗
マ
ッ
ト
の

受
け
渡
し
も
お
互
い
の
姿
勢
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。
サ
ブ
ソ
イ

ラ
を
通
し
た
所
と
田
植
え
機
の
車
輪
が
通
る
所
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で

す
。
沈
車
が
転
倒
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
引
き
出
す

と
き
に
周
り
を
か
き
回
す
こ
と
に
も
な
り
、
大
き
な
損
失
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え

機
の
路
上
走
行
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
載
せ
る
こ
と

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
無
理
な
移
動
で
他
の
自
動
車
な
ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
第
4
四
半
期
定
期
（
決
算
）
監
査
報
告
に
つ
い
て

（
２
）
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

（
３
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
４
）
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
５
）
大
雪
被
害
に
対
す
る
資
金
対
応
に
つ
い
て　

（
６
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て　

（
７
）
機
構
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

（
８
）
平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞
に
つ
い
て　

（
９
）
平
成
30
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針
及
び
事
業
計
画
〈
取
扱
・
収
支
〉
（
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
）
に
つ
い
て　

報
告
事
項

議
　
　
案

第
１
号　

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
結
果
に
つ
い
て

第
２
号　

理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て
（
案
件
１
）

第
３
号　

理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て
（
案
件
２
）

第
４
号　

役
員
候
補
者
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号　

女
性
参
与
の
選
任
に
つ
い
て

第
６
号　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て　

第
７
号　

「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
に
関
す
る
特
別
決
議
」
の
実
施
に
つ
い
て

第
８
号　

平
成
30
年
度
信
用
供
与
の
限
度
額
並
び
に
貸
付
の
利
率
の
最
高
限
度
の
設
定
に
つ
い
て

第
９
号　

財
務
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１０
号　

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１１
号　

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
１２
号　

職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て　

第
１３
号　

準
職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１４
号　

定
年
退
職
者
再
雇
用
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１５
号　

給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
１６
号　

登
録
金
融
機
関
業
務
（
国
債
窓
口
販
売
）
の
廃
止
に
伴
う
各
種
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

第
１７
号　

第
16
回
通
常
総
代
会
の
手
続
に
つ
い
て

第
１８
号　

組
合
員
懇
談
会
へ
の
提
案
事
項
に
つ
い
て

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋110g入り）

みんなのまるめ郎広場

応募締め切り 4月20日（金）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ
ご希望のプレゼント

※右記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

「道南を農す」で、せたな町農家の経営内容がよく説明されて、とてもわかりやすい。
八雲町 マサさん

各支店の情報を小さい記事でもいいですから数多く載せて貰えれば、一層親
しみが湧きます。

せたな町 たいしげさん

春はすぐそこですね。山菜も楽しみ！！みなさんがんばりましょう
長万部町 ちびもふさん

友人達と味噌をつくって１０年になります。４月に家を離れる娘に持たせる母の
味です。

知内町 むーさん

春うらら、忙しくなるけどやっぱり春が良いネ！
北斗市 おていちゃんさん

数独好きの息子が楽しんでやりました。
せたな町 ＫＴＳＫさん

料理楽しくステップアップは、とても楽しみにしています。これからも続けて下さい。
八雲町 えいちゃんのばーばさん

「キャベツとツナのサラダ～アンチョビ風味」美味しそうですね。
兵庫県 えがっちゃんさん

初めて応募します。近くの方が一生懸命農業している姿にたのもしく拝見して
います。

八雲町 勇太さん

今回のクイズで久しぶりに頭の体操と答えられた達成感を味わえました。
時々、出題してね

北斗市 やまちゃんさん

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

長万部町　ちびもふさん
知内町　　むーさん
八雲町　　勇太さん

クイズ当選者
今月号の当選者 今月は１0件の応募があり、厳正な抽選の

結果、次の 3名の方が当選となりました。

前回の答え
13

プレゼント

　　 E-mailアドレス  shouta.horiba@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

2 3
3クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、

以下の　　種類からお好きな商品を　　袋
お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

農協ラーメン ・あっさぶの豆

パズル？　頭の体操（出題®ニコリ）
二重マスの文字をA～Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

1
4
6
7
9
10
12
14
16
17
18
19

稲の種をまいて育てる場所
ミツバやパクチーは──科の植物です
進物に付けます
煮ても生でもおろしてもおいしい野菜
寒冷の反対語
この箱の──は何か当ててみて！
給与から税金や社会保険料などを引いた残り
日本で作った物のこと
床の間に飾る物の一つ
かまぼこの土台になります
──は身を助ける
工事が終わって建築物が出来上がること

1
2
3
4
5
8
9
11
13
15
16
17

春の野に咲く黄色い花
タカに似た大きな鳥
『考える人』を作った彫刻家
試合中のボクサーに指示を出したり手当てをしたり
肥料の三要素は窒素、──酸、カリウムです
足の速い人のこと。神様の名前です
神社や寺で引きます
went は go の──です
映像が──的に見える3D映画
春の山を薄いピンク色に染める花
光が当たると反対側にできます
旧国名の一つ。現在の三重県の大部分

ヨコのカギ

タテのカギ

1819
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新はこだて

道南を農す

平成３０年度 新入職員紹介特集

七飯町 芦野　茂さん

題名：マルメロード第63章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１8．2．28

編集後記
　この度の人事異動により、「えすぽわーる」
の担当を変わることとなりました。１年という
短い期間ではございましたが、取材でお世話
になりました組合員さんをはじめ関係者の皆
様には、この場を借りてお礼申し上げます。
「ありがとうございました。」
　担当が変わりましても、今まで同じように取
材のご協力など、宜しくお願い致します。
　５月号からは、皆様と同じ読者として私も広
報誌を楽しみにしたいと思います。

（明）

北斗市女性部のくじらもち作りに
行ってきました！
華やかな絵柄で見た目も美しいですね！

JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一（ながい ともかず）

　茨城県笠間市にある「キッチン晴人
（ハレンジ）」のオーナーシェフ・永井智
一さんに、元気が湧いてくる朝ご飯を教
えていただきます。

今 月 の 朝 ご 飯今 月 の 朝 ご 飯

レシピ1 レシピ2

材料（2人分）

レンコン ………２００ｇ
フキ ………………… 1本
輪切り唐辛子 ………適宜
ごま油 …………小さじ 1

〈合わせ調味料〉
しょうゆ ………小さじ 5
砂糖 ……大さじ 1と 1/2
料理酒 …………小さじ 2

（１）

（２）

（３）

（４）

作り方

レンコンは皮をむき縦割り
で1/4に切り、さらに厚さ
1cmほどに切って水にさら
す。
フキは塩でこすり3cmほど
に切り、熱湯でさっとゆで冷
水に落とす。
フライパンにごま油を入れ、
（１）を中火でじっくりと炒
め火を通し、（２）を入れさっ
と炒める。
（３）に合わせ調味料、輪切り
唐辛子を入れ強火で、煮汁を
絡めて出来上がり（煮汁がな
くなるまで炒める）。

フキとレンコンのきんぴら

材料（2人分）

タケノコ水煮 ……… 1個
豚バラスライス ……６枚
薄力粉 ………………適宜
塩・こしょう ………適宜
サラダ油 小さじ 1と 1/2

〈合わせ調味料〉
しょうゆ ………大さじ 2
黒酢 ……………大さじ 2
料理酒 …………大さじ 2
砂糖 ……………大さじ 2

（１）

（２）

（３）

（４）

作り方

タケノコは縦に6等分にして
水にさらし、沸騰した湯で5
分ほどゆでる（水煮の臭みを
取るため）。
（２）豚バラ肉を広げ、水気を
切ったタケノコを置いて塩・
こしょうをして手前から巻
いて、薄力粉を薄くまぶす。
フライパンにサラダ油を入
れ、（２）を入れ弱火で転がし
ながら火を通す。
（３）に合わせ調味料を入れ、
煮汁を絡めて出来上がり。

たけのこ酢豚

朝ご飯の献立

レシピ2

アサリと菜の花の中
華がゆ

新タマネギとワカメ
のサラダ

生のりのだし巻き卵

フキとレンコンのきん
ぴら 　

たけのこ酢豚　 

カブと黄ニンジンの
ピクルス

イチゴ

レシピ1

第
1
8
8
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
30年

4月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号
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